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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
被検眼の眼底に対してレーザ光を走査し、その反射光を受光することにより被検眼眼底を
撮影しモニタに表示する眼底撮影装置において、
　第１の波長のレーザ光と第２の波長のレーザ光を出射可能なレーザ光出射手段と、
　該レーザ光出射手段により出射した第１及び第２の波長のレーザ光を眼底にて２次元的
に走査するためのレーザ光走査手段と、
　前記第１のレーザ光の照射による第１の蛍光画像を得るために所定の波長域の光を透過
する第１フィルタと，前記第２のレーザ光の照射による第２の蛍光画像を得るために前記
所定の波長域とは異なる波長域の光を透過する第２フィルタと，通常の眼底撮影を行うた
めに前記第１の波長及び第２の波長のレーザ光を通過させる開口部と，が形成された回転
板を持ち、前記第１フィルタ，第２フィルタ，または開口部を透過する光を同じ受光素子
にて受光する撮影光学系と、
　前記第１フィルタ，第２フィルタ，または開口部とを前記撮影光学系の光路中に連続的
に切り換え配置するために前記回転板を回転させる駆動手段と、
　前記レーザ光出射手段から出射される第１のレーザ光及び第２のレーザ光をそれぞれ蛍
光撮影用の所定出力にて出射させると共に、前記駆動手段による回転動作中において前記
第１フィルタから前記第２フィルタへ切り換える過程で前記撮影光学系の光路中に前記開
口部が位置するときに、前記受光素子によって受光される第１のレーザ光及び第２のレー
ザ光の光量を減少させる制御手段と、
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　前記受光素子にて受光される前記第１の蛍光の受光信号及び第２の蛍光の受光信号を基
に各々の眼底像を得る眼底像取得手段と、を備えることを特徴とする眼底撮影装置。
【請求項２】
請求項１の眼底撮影装置において、前記回転板には、１つの開口部が設けられていること
を特徴とする眼底撮影装置。
【請求項３】
請求項１又は２の眼底撮影装置において、前記第２フィルタは可視蛍光撮影用フィルタ、
前記第１フィルタは赤外蛍光撮影用フィルタであって、
　前記駆動手段は、前記撮影光学系の光路に、前記開口部、前記第２フィルタ、前記第１
フィルタ、の順で、連続的に切換配置されるように前記回転板を回転させることを特徴と
する眼底撮影装置。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかの眼底撮影装置において、前記制御手段は、前記第１レーザ光及
び前記第２レーザ光を同時出射させるとともに、前記撮影光学系の光路中に前記開口部が
位置しているときは、前記第２レーザ光の出力減少量に対して第１レーザ光の出力減少量
を大きくすることにより前記受光素子に受光される前記第１及び第２レーザ光の光量を減
少させることを特徴とする眼底撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼底を撮影して眼底観察・検査を行うための眼底撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被検眼の眼底に対してレーザ光を走査し、その反射光を受光することにより被検眼眼底
を撮影しモニタに表示する眼底撮影装置において、所定の波長域の光を透過する第１フィ
ルタと所定の波長域とは異なる波長域の光を透過する第２フィルタを撮影光学系の光路中
に連続的に切り換え配置させることにより、少なくとも２種類の蛍光眼底像の取得を同時
進行にて行う装置が知られている（特許文献１参照）。
【０００３】
　そして、特許文献１には、第１フィルタと、第２フィルタと、第１フィルタと第２フィ
ルタとの間に形成される開口部と、が設けられた回転板を回転させることにより、第１フ
ィルタと第２フィルタを撮影光学系の光路中に切換配置させるものが開示されている。な
お、開口部は第１の波長及び第２の波長のレーザ光を通過させるための開口であって、通
常の眼底撮影時において撮影光学系の光路中に配置される。
【特許文献１】特開２００６－２３９１９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、蛍光撮影の場合、被検眼眼底から発せられる蛍光が微弱であるため、鮮明な
画像を得るためには、受光素子をより高い感度に設定させた状態で行うのが好ましい。し
かし、上記のようにフィルタと開口部を持つ回転板を回転させることにより２種類の蛍光
眼底像を連続的に撮影する構成の場合、フィルタの切り換わりの際、どうしても撮影光学
系の光路に開口部が配置される構成であるため、受光素子を高い感度に設定すると、開口
部をそのまま通過したレーザ光を受けた受光素子が飽和状態になってしまい、しばらくの
間、蛍光画像が取得できなく可能性がある。
【０００５】
　本発明は、上記問題点を鑑み、２種類の蛍光眼底像の取得を同時進行で行う際に鮮明な
蛍光画像を得ることができる眼底撮影装置を提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００７】
（１）　被検眼の眼底に対してレーザ光を走査し、その反射光を受光することにより被検
眼眼底を撮影しモニタに表示する眼底撮影装置において、第１の波長のレーザ光と第２の
波長のレーザ光を出射可能なレーザ光出射手段と、該レーザ光出射手段により出射した第
１及び第２の波長のレーザ光を眼底にて２次元的に走査するためのレーザ光走査手段と、
前記第１のレーザ光の照射による第１の蛍光画像を得るために所定の波長域の光を透過す
る第１フィルタと，前記第２のレーザ光の照射による第２の蛍光画像を得るために前記所
定の波長域とは異なる波長域の光を透過する第２フィルタと，通常の眼底撮影を行うため
に前記第１の波長及び第２の波長のレーザ光を通過させる開口部と，が形成された回転板
を持ち、前記第１フィルタ，第２フィルタ，または開口部を透過する光を同じ受光素子に
て受光する撮影光学系と、前記第１フィルタ，第２フィルタ，または開口部とを前記撮影
光学系の光路中に連続的に切り換え配置するために前記回転板を回転させる駆動手段と、
前記レーザ光出射手段から出射される第１のレーザ光及び第２のレーザ光をそれぞれ蛍光
撮影用の所定出力にて出射させると共に、前記駆動手段による回転動作中において前記第
１フィルタから前記第２フィルタへ切り換える過程で前記撮影光学系の光路中に前記開口
部が位置するときに、前記受光素子によって受光される第１のレーザ光及び第２のレーザ
光の光量を減少させる制御手段と、前記受光素子にて受光される前記第１の蛍光の受光信
号及び第２の蛍光の受光信号を基に各々の眼底像を得る眼底像取得手段と、を備えること
を特徴とする。
（２）　（１）の眼底撮影装置において、前記回転板には、１つの開口部が設けられてい
ることを特徴とする。
（３）　（１）又は（２）の眼底撮影装置において、前記第２フィルタは可視蛍光撮影用
フィルタ、前記第１フィルタは赤外蛍光撮影用フィルタであって、前記駆動手段は、前記
撮影光学系の光路に、前記開口部、前記第２フィルタ、前記第１フィルタ、の順で、連続
的に切換配置されるように前記回転板を回転させることを特徴とする。
（４）　（１）～（３）のいずれかの眼底撮影装置において、前記制御手段は、前記第１
レーザ光及び前記第２レーザ光を同時出射させるとともに、前記撮影光学系の光路中に前
記開口部が位置しているときは、前記第２レーザ光の出力減少量に対して第１レーザ光の
出力減少量を大きくすることにより前記受光素子に受光される前記第１及び第２レーザ光
の光量を減少させることを特徴とする。

                                                                                
        
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、２種類の蛍光眼底像の取得を同時進行で行う際に鮮明な蛍光画像を得
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の実施の形態を図面を用いて説明する。図１は本実施の形態の眼底撮影装置の光
学系を示した図である。
【００１０】
　１は、第１の波長のレーザ光と第２の波長のレーザ光を出射可能なレーザ光出射部であ
り、図２に示すように、赤外域の波長のレーザ光を発する第１レーザ光源１ａと可視域の
波長のレーザ光を発する第２レーザ光源１ｂ、ミラー１００、ダイクロイックミラー１０
１とを有する。なお、本実施形態では第１レーザ光源１ａは波長７９０ｎｍ付近のレーザ
光を発し、第２レーザ光源１ｂは波長４９０ｎｍ付近のレーザ光を発するものとしている
。第１レーザ光源１ａを出射した赤外域のレーザ光は、ダイクロイックミラー１０１を透
過し、レーザ光出射部１を出て光軸Ｌ１上を進む。第２レーザ光源１ｂを出射した可視域
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のレーザ光は、ミラー１００にて折り曲げられた後、ダイクロイックミラー１０１にて反
射して第１レーザ光源から出射したレーザ光と同軸とされ、光軸Ｌ１上を進む。
【００１１】
　２は中央に開口部を有する穴開きミラー、３はレンズである。４及び５はミラーであり
、図１に示す矢印方向に移動可能とされ、光路長を変化させることによりフォーカス合せ
（視度補正）を行うことができる。６、８及び１０は凹面ミラーである。７はレーザ光を
被検眼眼底にて水平方向に偏向させ走査するための走査手段となるポリゴンミラー、９は
ポリゴンミラー７による走査方向に対して直角方向にレーザ光を偏向させ走査するための
走査手段となるガルバノミラーである。
【００１２】
　レーザ光出射部１から出射した第１及び第２の波長のレーザ光は、穴開きミラー２の開
口部を通り、レンズ３を介した後、ミラー４、ミラー５、凹面ミラー６にて反射し、ポリ
ゴンミラー７に向かう。ポリゴンミラー７にて反射された光束は、凹面ミラー８、ガルバ
ノミラー９、凹面ミラー１０にて反射した後、被検眼眼底にて集光し、眼底を２次元的に
（図示するＸＹ軸方向に）走査する。これらの光学部材によって照射光学系を形成する。
【００１３】
　１１はレンズであり、１２は光軸上にピンホールを有したピンホール板である。レンズ
１１は被検眼眼底の観察点とピンホール板とを共役な位置に置く。１３は集光レンズ、１
４は可視域及び赤外域に感度を持つ受光素子である。なお、本実施形態の受光素子１４に
は、ＡＰＤ（アバランシェフォトダイオード）を用いている。２０は所定の波長を選択的
に透過させるためのフィルタが設けられた回転板である。回転板２０は、光軸Ｌ２に対し
て直交する平面に置かれるとともに、その一部が光軸Ｌ２にかかるように配置される。
【００１４】
　また、回転板２０は、その中心に回転軸２１ａが設けられ、回転軸２１ａに接合する駆
動手段の駆動によって回転される。なお、本実施形態では駆動手段としてパルスモータ２
１を用いている。
【００１５】
　被検眼眼底に走査されたレーザ光の反射光は、前述した照射光学系を逆に辿り、穴開き
ミラー２にて反射し、下方に折り曲げられる。なお、被検眼の瞳位置と穴開きミラー２の
開口部とは、レンズ３により共役となっている。穴開きミラー２にて反射した反射光は、
レンズ１１、回転板２０を経てピンホール板１２のピンホールに焦点を結ぶ。ピンホール
にて焦点を結んだ反射光は、レンズ１３を経て受光素子１４に受光される。これらの光学
部材により撮影光学系を形成する。なお、前述した回転板２０は、照射光学系に掛からな
い撮影光学系の光路（穴開きミラー２から受光素子１４間）であれば、どこに配置されて
いてもよい。
【００１６】
　また、図１に示す２３は、回転板２０の位置検出（回転角度検出）を行うためのセンサ
であり、回転板２０の所定位置に設けられた遮蔽板２２がセンサ２３を遮蔽することによ
り、回転板２０の基準位置を検出することができる。回転板２０の回転角度は、この基準
位置に基づいて調節される。
【００１７】
　図３は回転板２０の構成を示した図であり、レンズ１１側から回転板２０を見たときの
図である。Ｌ２は撮影光学系の撮影光軸であり、Ｌｚは回転板２０の配置位置における撮
影光学系の撮影光路領域を表す。
【００１８】
　回転板２０には、第１のレーザ光の照射による第１の蛍光画像を得るために所定の波長
域の光を透過する第１フィルタ２４と、第２のレーザ光の照射による第２の蛍光画像を得
るために前記所定の波長域とは異なる波長域の光を透過する第２フィルタ２５、が設けら
れている。
【００１９】
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　より具体的には、第１フィルタ２４は、赤外蛍光撮影の一つであるＩＣＧ撮影用のバリ
アフィルタとして用いられ、図４（ａ）に示すような分光透過特性を有する。ここで、第
１フィルタ２４は、第１レーザ光源１ａから出射される赤外域のレーザ光と第２レーザ光
源１ｂから出射される可視域のレーザ光、及び第２レーザ光源１ｂから出射されるレーザ
光を励起光として眼底に発生する蛍光を遮断する。また、第１レーザ光源１ａから出射さ
れるレーザ光を励起光として眼底に発生する蛍光を透過する。
【００２０】
　また、第２フィルタ２５は、可視蛍光撮影の一つであるＦＡＧ撮影用のバリアフィルタ
として用いられ、図４（ｂ）に示すような分光特性を有する。ここで、第２フィルタ２５
は、第１レーザ光源１ａから出射される赤外域のレーザ光と第２レーザ光源１ｂから出射
される可視域のレーザ光、及び第１レーザ光源１ａから出射されるレーザ光を励起光とし
て眼底に発生する蛍光を遮断する。また、第２レーザ光源１ｂから出射されるレーザ光を
励起光として眼底に発生する蛍光を透過する。
【００２１】
　上記のような分光透過特性を有する第１フィルタ２４及び第２フィルタ２５は、図３に
示すように、２辺が円弧状で、その両端が直線の辺で結ばれた形状を有しており、回転板
２０の中心に対して対称に取り付けられている。なお、両フィルタは、回転板２０の回転
によって光軸Ｌ２上及び撮影光学系の光路Ｌｚにかかる位置に取り付けられている。
【００２２】
　また、図３に示すように、第１フィルタ２４及び第２フィルタ２５の間には、通常の眼
底撮影（眼底観察）を行うために第１の波長及び第２の波長のレーザ光を通過させる開口
部２６が設けられている。なお、開口部２６は被検眼と装置との位置あわせ時や通常の眼
底観察の際に光軸Ｌ２上に置かれ、被検眼眼底からの反射光を全て通し、受光素子１４に
導く役目を果たす。この場合、開口部２６の大きさは、撮影光学系の撮影光路Ｌｚの大き
さに略一致するように設計されている。なお、開口部２６は、図３のような孔状のものに
限るものではなく、回転板２０の一部を切り欠いた（例えば、扇形状の切欠部）ような構
成であってもよい。また、回転板２０に設けられるフィルタ２４，２５、開口部２６は、
回転板２０の基準位置に対して所定の位置関係となるように設けられている。
【００２３】
　図５は本実施形態における眼底撮影装置の制御系を示したブロック図である。３０は装
置全体の制御を行う制御部である。制御部３０にはレーザ光源１ａ，１ｂ、ポリゴンミラ
ー７及びガルバノミラー９を駆動させるための駆動手段３６、受光素子１４、パルスモー
タ２１、センサ２３、ミラー４，５を駆動させるための駆動手段３１、コントロール部３
２、受光素子１６にて受光した信号を基に被検眼眼底の画像を形成するための画像処理部
３３等が接続される。３４はモニタであり、画像処理部３３にて形成した眼底画像が表示
される。３５は種々の情報を記憶しておくための記憶部である。コントロール部３２には
、視度補正のために被検眼の屈折力を入力するための入力部、蛍光撮影を開始するための
撮影スイッチ、回転板２０を回転させて光軸Ｌ２上に所望するフィルタまたは開口部を位
置させるための切り換えスイッチ等、装置を操作するための各種スイッチが用意されてい
る。
【００２４】
　以上のような構成を有する眼底撮影装置において、その動作について説明する。ここで
はＦＡＧ撮影とＩＣＧ撮影を同時に行う方法について説明する。
【００２５】
　装置の電源を投入すると、制御部３０は初期設定として、パルスモータ２１を駆動させ
て回転板２０を回転させ、図３に示した開口部２６が光軸Ｌ２に位置するように回転板２
０の回転角度を調節する。また、第１レーザ光源１ａから赤外光を出射させ、これを観察
用の照明光とする。
【００２６】
　検者は予め被検眼の屈折力を眼屈折力測定装置等にて測定しておき、得られた被検眼の
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屈折力値をコントロール部３２を用いて入力する。制御部３０は入力された屈折力データ
を記憶部３５に記憶させるとともに、駆動手段３１を用いてミラー４，５を駆動させて視
度補正を行う。視度補正が行われた状態にて、検者は図示なきジョイスティック等を用い
て装置を駆動させて、被検眼の眼底にレーザ光が照射され、所望する画像がモニタ３４に
表示されるように、アライメントを行う。なお、被検者にはアライメント後、或いはそれ
以前に予めＦＡＧ用の蛍光剤とＩＣＧ用の蛍光剤とを静注しておく。
【００２７】
　ここで、制御部３０は、駆動手段３６を駆動制御してポリゴンミラー７及びガルバノミ
ラー９を動作させることにより、被検眼の眼底上でレーザ光を二次元的に走査させる。こ
れにより、受光素子１４には、被検眼眼底上におけるレーザ光の走査位置に対応する眼底
反射光が逐次受光される。ここで、画像処理部３３は、受光素子１４から逐次出力される
の受光信号に基づいて一枚の眼底画像（１フレーム分の画像）を構築し、モニタ３４に表
示する。そして、以上のような動作を繰り返すことにより、モニタ３４の画面上において
、被検眼眼底を動画にてリアルタイムで観察可能となる。
【００２８】
　このような制御により、モニタ３４には赤外光にて撮影した眼底像が表示されることと
なる。検者はこの像を見て撮影部位、アライメントやピントの状態を確認する。被検眼と
装置とが適正な位置関係となっていれば、検者はコントロール部３２に設けられた撮影ス
イッチを押す。なお、上述では赤外のレーザ光（第１レーザ光源のレーザ光）を観察光と
して用いているが、可視光のレーザ光（第２レーザ光源のレーザ光）を観察光として用い
ることもできる。
【００２９】
　撮影スイッチが押されると、制御部３０は第１レーザ光源１ａから赤外のレーザ光を出
射するとともに、第２レーザ光源１ｂから可視のレーザ光を出射させ、被検眼眼底に両レ
ーザ光を同時に照射する。また、制御部３０は所望する２種類の蛍光眼底像が得られるよ
うに、ポリゴンミラー７、ガルバノミラー９、回転板２０を駆動させるとともに、受光素
子１４の感度（ゲイン）を上げ、眼底にて励起される微弱な蛍光を取得できるようにする
。以下に各部材の同期について説明する。
【００３０】
　ＦＡＧ撮影及びＩＣＧ撮影は、予め設定したフレームレート及び解像度に基づいて行わ
れる。なお、フレームレート及び解像度は固定でもよいし、コントロール部３２の図示な
き設定スイッチを用いて設定してもよい。制御部３０は、設定されているフレームレート
及び解像度が得られるような回転速度にてポリゴンミラー７を回転させる。また、このポ
リゴンミラー７の回転速度に合わせて設定されたフレームレート及び解像度が得られるよ
うにガルバノミラー９を駆動させる。この場合、ガルバノミラー９の一方向の動作（本実
施形態では上から下への動作）にてモニタ３４に表示する眼底像の１フレーム分の画像が
得られることとなる。
【００３１】
　なお、回転板２０の回転角度は、センサ２３の検出信号とパルスモータ２１のパルス信
号により検出することができるため、制御部３０は、その回転角度に基づいて、撮影光学
系の撮影光軸Ｌ２上及び撮影光路Ｌｚ上に、第１フィルタ２４、第２フィルタ２５、開口
部２６、等のどれが配置されているかを検出できる。
【００３２】
　ここで、制御部３０は、回転板２０の回転位置に応じてレーザ光出射部１を制御する（
図６参照）。より具体的には、制御部３０は、レーザ光出射部１から出射される第１のレ
ーザ光及び第２のレーザ光をそれぞれ蛍光撮影用の所定出力にて出射させると共に、パル
スモータ２１によって撮影光路Ｌｚに開口部２６が位置されるときに、受光素子１４によ
って受光される第１の波長及び第２の波長のレーザ光の光量を減少させるようにレーザ光
出射部１を制御する。この場合、制御部３０は、撮影光学系の光路Ｌｚと開口部２６（外
縁２６ａ）とが重なり始めてから、開口部２６の中心と光軸Ｌ２が一致し、開口部２６（
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外縁２６ｂ）が撮影光学系の光路Ｌｚから外れるまでの間（開口部挿入時間Ｔｋとする）
、第１の波長及び第２の波長のレーザ光の出力を低下させるのが好ましい。すなわち、蛍
光撮影用のレーザ光が眼底で反射され、開口部２６を介して受光素子１４に受光されると
きに、レーザ光の光量を一時的に低下させる。
【００３３】
　また、本実施形態において、制御部３０は、開口部２６、第２フィルタ２５、第１フィ
ルタ２４、の順で、連続的に撮影光路Ｌｚに切換配置されるように回転板２０を回転駆動
する（図３の矢印Ａ方向参照）。よって、撮影光学系の光路Ｌｚ上に開口部２６がある時
点から回転板２０が回転され始めると、開口部２６、第２フィルタ２５、第１フィルタ２
４の順で、撮影光路Ｌｚへの挿入動作が順次繰り返されるようになる。
【００３４】
　ここで、制御部３０は、回転板２０の回転動作が開始されて開口部挿入時間Ｔｋが終わ
ると、可視蛍光画像の取得開始前に第２レーザ光源１ｂから出射されるレーザ光の出力が
撮影用に設定された所定出力Ｓｖｍａｘ（蛍光画像取得用として出力100％）に達するよ
うに、第２のレーザ光の出力を増加させる。そして、制御部３０は、第２レーザ光源１ｂ
のレーザ出力が所定出力に達し、かつ、第２フィルタ２５によって撮影光路Ｌｚが覆われ
ているとき（図６のＴ２参照）に、受光素子１４に得られる受光信号に基づいて可視蛍光
画像を少なくとも１枚取得する。
【００３５】
　また、制御部３０は、可視蛍光画像の取得中において、赤外蛍光画像の取得開始前に第
１レーザ光源１ａから出射されるレーザ光の出力が撮影用に設定された所定出力Ｓｉｍａ
ｘ（蛍光画像取得用として出力100％）に達するように、第１のレーザ光の出力を増加さ
せる（本実施形態では、Ｔ２の半分が経過した時点から、第１レーザ光の出力増加制御を
開始する。）そして、制御部３０は、第１レーザ光源１ａのレーザ出力が所定出力に達し
、かつ、第１フィルタ２４によって撮影光路Ｌｚが覆われているとき（図６のＴ１参照）
に、受光素子１４に得られる受光信号に基づいて赤外蛍光画像を少なくとも１枚取得する
。
【００３６】
　このようにして可視蛍光画像及び赤外蛍光画像の取得がなされたのち、制御部３０は、
開口部挿入時間Ｔｋに達する前に、第１レーザ光源１ａ及び第２レーザ光源１ｂの出力が
それぞれ開口部挿入時間Ｔｋ用に設定された所定出力（Ｓｖｍｉｎ、Ｓｉｍｉｎ）になる
ように、第１のレーザ光及び第２のレーザ光の出力を減少させる。
【００３７】
　なお、制御部３０は、上記のように第１レーザ光及び第２レーザ光を同時出射させると
ともに、撮影光学系の光路中に開口部２６が位置しているときは、第２レーザ光の出力減
少量に対して第１レーザ光の出力減少量を大きくすることにより受光素子１４に受光され
る第１及び第２レーザ光の光量を減少させている。このように、第１レーザ光源１ａの出
力を下げる割合（例えば、９割以上）が第２レーザ光源１ｂの場合（例えば、５割程度低
下させる）と比較して大きいのは、被検眼の眼底から発せられる微弱な赤外蛍光を精度良
く検出するために赤外蛍光撮影用の第１レーザ光の所定出力Ｓ■ｍａｘを第２レーザ光の
出力Ｓｖｍａｘより大きく設定する必要があるため、受光素子１４の飽和を回避するには
、第１のレーザ光の所定出力Ｓｉｍａｘから大きく出力を下げる必要があるからである。
　　　
【００３８】
　そして、上記のように開口部２６の撮影光路Ｌｚ通過に伴って第１レーザ光源１ａの出
力を大きく減少させるような場合、赤外蛍光撮影時に用いる所定出力まで復帰するのに時
間を要する（本実施形態では、可視蛍光撮影にかかる画像取得時間の半分程度）。したが
って、本実施形態のように、開口部２６、第２フィルタ２５、第１フィルタ２４の順で、
撮影光路Ｌｚへの挿入動作が順次繰り返されるような構成とすることにより、第２レーザ
光及び第２フィルタ２５による可視蛍光撮影を行っている間に、第１レーザ光源１ａの出
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力を復帰させることができるため、赤外蛍光画像と可視蛍光画像の取得をスムーズに行う
ことができる。
【００３９】
　被検者にＦＡＧ用及びＩＣＧ用の蛍光剤を静注後、被検眼に蛍光剤が循環してくると、
眼底に照射しているレーザ光により励起された蛍光像が出現することとなる。回転板２０
の回転中、第１フィルタ２４が光軸Ｌ２上に位置しているときには、第１レーザ光源１ａ
を出射した赤外のレーザ光により眼底にて発生した蛍光のみが受光素子１４に受光され、
第２フィルタ２５が光軸Ｌ２上に位置しているときには、第２レーザ光源１ｂを出射した
可視のレーザ光により眼底にて発生した蛍光のみが受光素子１４に受光されるため、各々
の蛍光像が時分割にて継続的に得られることとなる。
【００４０】
　画像処理部３３は、第１フィルタ２４が光軸Ｌ２上に位置しているときに制御部３０を
介して受光素子１４から送信される受光信号をＩＣＧ用の画像データとし、これにより得
られた蛍光画像をモニタ３４に表示する。また、第２フィルタ２５が光軸Ｌ２上に位置し
ているときに制御部３０を介して受光素子１４から送信される受光信号をＦＡＧ用の画像
データとし、これにより得られた蛍光画像をモニタ３４に表示する。なお、本実施形態で
は、モニタ３４にＩＣＧ及びＦＡＧの蛍光画像を並べて表示するため、表示画面には、各
蛍光画像がどちらの蛍光像が一見して判るように、ＩＣＧまたはＦＡＧにて撮影したこと
が判る情報を各々に表示させておくことが好ましい。なお、コントロール部３２の図示な
きスイッチにより、ＩＣＧまたはＦＡＧの蛍光画像を単独でモニタ３４に表示させること
も可能である。
【００４１】
　回転板２０の回転中は、第１フィルタ２４及び第２フィルタ２５が撮影光学系の光路中
に連続的に切換え配置されることとなる。その結果、ＩＣＧの蛍光像及びＦＡＧの蛍光像
を実質的に同時（１フレーム毎交互に）に得ることができ、モニタ３４にてＩＣＧ及びＦ
ＡＧの蛍光像の経時的な変化を動画として簡単に観察することができる。また、このよう
方法により得られたＩＣＧ及びＦＡＧの動画データは、各々ＩＣＧ用，ＦＡＧ用の情報が
付与された状態で記憶部３５に保存される。
【００４２】
　このように、照明光（励起光）にレーザ光を用いて２次元的に走査する構成としたこと
により、可視光による蛍光観察が眩しさを抑えた状態で行うことができるとともに、ＩＣ
Ｇ及びＦＡＧの蛍光像を同時に取得できるため、検査に掛かる時間を短縮することができ
る。また、ＩＣＧ及びＦＡＧの蛍光を同じ受光素子で受光させる光学系としているため、
光学部品、基板部品等を少なくすることができ、装置を小型化させることができる。
【００４３】
　また、上記のようにレーザ出射部１の制御を行うことにより、開口部２６をそのまま通
過したレーザ光による受光素子１４の飽和を回避することができるため、適正な蛍光画像
を効率よく取得することができる。
【００４４】
　なお、上記のように、撮影光学系の光路中に開口部２６が位置しているときに第１及び
第２レーザ光の出力を減少させる場合、受光素子１４が飽和状態とならない受光光量とな
るように第１及び第２レーザ光の出力を減少させればよく、第１または第２フィルタが撮
影光学系の光路中に位置しているときは、蛍光画像取得に必要な出力となるように対応す
る第１及び第２レーザ光の出力を制御すればよい。また、所定の駆動手段によって回転さ
れる回転板２０の回転速度は、開口部２６、第２フィルタ２５、第１フィルタ２４の撮影
光学系の光路中への連続的な切換配置に応じて上記のようなレーザ光の出力制御を行うこ
とが可能な回転速度とするのが好ましい。この場合、回転速度は、回転板２０に設けられ
た各部材の光路中への切換配置に応じてレーザ光の出力制御を行うために必要となる時間
を考慮して設定される。
【００４５】
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　なお、以上の説明においては、回転板２０に１つの開口部を設けるような構成としたが
、回転板２０に開口部を２つ以上設けた構成であっても、本発明の適用は可能である。
【００４６】
　また、以上の説明においては、レーザ光源１ａ及びレーザ光源１ｂを制御することによ
り第１レーザ光及び第２レーザ光の出力を減少させるような構成としたが、これに限るも
のではなく、受光素子１４によって受光される第１のレーザ光及び第２のレーザ光の光量
を減少させるものであればよい。例えば、受光素子１４の直前に、第１のレーザ光及び第
２のレーザ光を遮光する遮光板と遮光板を駆動させる駆動部を持つシャッタ機構を設け、
撮影光学系の光路中に開口部２６が位置するときに、撮影光学系の光路中に遮光板を配置
するように駆動部を制御するようにしてもよい。
【００４７】
　以上の実施形態では、ＩＣＧ及びＦＡＧの蛍光撮影を行うものとしているが、これに限
るものではなく、他の蛍光観察やフィルタを通した観察においても適用できる。このよう
な場合には、回転板に設けるフィルタの種類を２種類だけでなく、必要に応じて増やせば
よい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本実施の形態の眼底撮影装置の光学系を示した図である。
【図２】本実施形態に係るレーザ光出射部の構成を示す図である。
【図３】本実施形態に係る回転板の構成を示した図である。
【図４】第１フィルタ及び第２フィルタの分光透過特性を示す図である。
【図５】本実施形態における眼底撮影装置の制御系を示したブロック図である。
【図６】回転板の回転位置に応じたレーザ光の出射制御について説明する図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　レーザ光出射部
　７　ポリゴンミラー
　９　ガルバノミラー
　１４　受光素子
　２０　回転板
　２１　パルスモータ
　２４　第１フィルタ
　２５　第２フィルタ
　２６　開口部
　３０　制御部
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